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これぞナルク！これぞナルク！これぞナルク！これぞナルク！

　
筑
摩
孝
雄
代
表
は
東
京
拠

点
設
立
以
来
、
先
頭
に
立
っ

て
活
動
さ
れ
て
こ
ら
れ
、
特

筆
す
べ
き
こ
と
の
一
つ
に
、

エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
（
以

下
、Ｅ
ノ
ー
ト
）
の
普
及
・

販
売
活
動
が
あ
り
ま
す
。

　
２
０
０
３
年
日
本
で
初
め

て
ナ
ル
ク
が
作
成
・
出
版
し

た
Ｅ
ノ
ー
ト
。
本
部
の
早
野

理
事
の
情
宣
活
動
で
広
ま
っ

て
い
き
、
関
東
地
方
で
は
、

筑
摩
代
表
が
熱
心
に
宣
伝
・

販
売
活
動

に
尽
力
。

東
京
拠
点

内
で
の
講

演
に
留
ま

ら
ず
、
関

東
各
拠
点

及
び
、
そ

の
依
頼
に
よ
る
各
地
域
の
安

心
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー
・
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
も
講
演

を
行
い
、
さ
ら
に
は
シ
ニ
ア

社
会
の
オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー

ダ
ー
で
あ
る
一
般
社
団
法
人

シ
ニ
ア
社
会
学
会
で
も
講
演

さ
れ
ま
し
た
。
極
め
て
博
識

で
、
終
末
医
療
の
意
思
表
示

の
仕
方
や
遺
言
状
の
有
効
性

等
に
つ
い
て
詳
細
に
説
明
さ

れ
ま
し
た
。

　
東
京
拠
点
の
Ｅ
ノ
ー
ト
の

販
売
実
績
は
２
０
０
０
冊
に

も
お
よ
び
、
貴
重
な
拠
点
活

動
資
金
と
な
り
ま
し
た
。

　
筑
摩
代
表
は
ナ
ル
ク
ス
イ

ス
が
作
成
し
た
英
語
版
Ｅ

ノ
ー
ト
の
国
内
宣
伝
活
動
を

手
助
け
も
さ
れ
、
現
在
も
申

し
込
み
が
あ
る
の
も
筑
摩
代

表
の
功
績
だ
と
思
い
ま
す
。

　
我
々
は
筑
摩
代
表
の
ナ
ル

ク
活
動
と
東
京
拠
点
へ
の
熱

い
想
い
を
引
き
継
い
で
、
こ

れ
か
ら
も
活
動
し
て
い
き
ま

す
。
謹
ん
で
筑
摩
代
表
の
ご

冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま

す
。（

東
京
拠
点　
大
城
谷
圭
一
郎
）

　
今
や
世
間
は
高
齢
化
と
呼

ば
れ
始
め
て
久
し
い
。
最
近

の
現
役
退
職
後
や
子
育
て
終

了
後
間
も
な
い
層
の
人
達
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
離
れ
が
目

立
っ
て
き
て
い
る
こ
と
も
大

き
な
要
因
で
は
な
か
ろ
う

か
。
現
実
は
元
気
な
高
齢
者

が
支
援
の
必
要
な
高
齢
者
を

支
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
く

な
っ
て
き
て
い
る
と
い
っ
て

も
過
言
で
は
な
い
。〝
高
齢

者　
Ｂ
Ｙ　
高

齢
者
〞
で
あ
ろ

う
。

　
ナ
ル
ク
は
、

時
間
預
託
活
動

を
中
心
に
置
い

て
全
国
展
開
を
図
っ
て
き

た
。
２
０
０
４
年
Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ

レ
ビ
『
ご
近
所
の
底
力
』
が

全
国
放
映
さ
れ
た
途
端
、
ナ

ル
ク
へ
の
入
会
や
紹
介
の
電

話
が
鳴
り
っ
ぱ
な
し
で
事
務

所
が
総
動
員
で
対
応
し
、
て

ん
や
わ
ん
や
の
日
々
が
１
週

間
続
い
た
時
が
あ
っ
た
。

　
介
護
保
険
に
よ
る
支
援
が

浸
透
し
「
先
行
き
の
不
安
を

介
護
保
険
で
」
と
の
思
い
に

な
っ
て
い
る
の
か
「
時
間
預

託
活
動
は
ど
の
よ
う
な
状
態

に
あ
る
の
か
」
を
ナ
ル
ク
の

活
動
の
中
か
ら
調
査
し
て
み

た
。

　
調
査
は
、
昨
年
度
１
年
間

で
時
間
預
託
活
動
の
実
績
が

多
か
っ
た
上
位
２０
拠
点
に
依

頼
し
て
、
介
護
保
険
の
認
定

を
受
け
て
い
る
会
員
の
中

で
、
な
お
か
つ
ナ
ル
ク
の
時

間
預
託
に
よ
る
支
援
を
利
用

し
て
い
る
多
数
の
事
例
の

内
、
拠
点
内
で
一
押
し
の
事

例
を
報
告
し
て
も
ら
っ
た
。

集
約
結
果
を
２
面
〈
別
表
〉

に
示
す
。（
２
〜
３
面
へ
続
く
）

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
は

「
高
齢
者
が
重

症
化
し
や
す

い
」
と
言
わ
れ

て
い
ま
し
た
の

で
、
３
密
に
な

り
や
す
く
、
感

染
リ
ス
ク
の
高

い
諸
行
事
（
新

年
会
、
花
見
、
蕎
麦
会
等
）

は
一
切
中
止
、
感
染
予
防
に

努
め
て
き
ま
し
た
。
な
お
、

組
織
機
能
維
持
の
た
め
運
営

委
員
会
や
事
務
局
会
議
、
事

務
所
当
番
は
、
３
密
等
に
留

意
し
随
時
開
催
。

　
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
で
難
し
か
っ

た
の
は
、提
供
す
る
側
（
人
）

か
ら
見
て
「
利
用
者
の
方
に

コ
ロ
ナ
を
う
つ
し
は
し
な
い

か
」
と
い
う
心
配
。
反
対
に

「
利
用
者
の
方
か
ら
コ
ロ
ナ

が
う
つ
り
は
し
な
い
か
」
と

い
っ
た
杞
憂
が
あ
っ
た
こ

と
。そ
の
結
果
、ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
提
供
そ
の
も
の
の
是
非
が

議
論
と
な
っ
て
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
提
供
活
動
（
病
院
や

介
護
施
設
ま
で
の
送
迎
や
病

院
で
の
付
き
添
い
、
家
事
支

援
等
）
は
コ
ロ
ナ
禍
が
治
ま

る
ま
で
中
止
す
べ
き
と
の
意

見
も
あ
り
ま
し
た
。
結
局
、

宮
城
の
場
合
は
、「
リ
ス
ク

は
あ
る
が
提
供
活
動
は
や
め

な
い
」
と
敢
然
と
向
き
合
っ

て
頂
き
、
ナ
ル
ク
理
念
の

「
困
っ
た
と
き
は
お
互
い
さ

ま
」
の
真
髄
を
貫
き
通
し
た

と
思
い
ま
す
。

（
宮
城
拠
点　
梅
津
健
次
）

望まれている時間預託活動
　ナルクの勢力は、最盛期であった２００９～２０１０年頃からやや小
さくなりつつある。果たしてナルクの存在感は、薄くなってきているのか。

望まれている時間預託活動

地　域
北海道
東　北
関　東
信　州
北　陸

活動拠点数
10
5
22
3
2

地　域
中　部
近　畿
中　国
四　国
九　州

活動拠点数
7
33
5
5
3
95

海　外
ナルクUSA
ナルクスイス
ナルクUK
ナルクオランダ

活動拠点数
1
1
1
1
4

合　計
合　計

ナルクの現勢　2021年 7月現在

ق
ͷ
ً
͖写

真
：
高
橋　
昌
平

ニッポン・アクティブライフ・クラブ

ủ
ϝ
λ
η
ί
Π
Ξ
ฒ
໦
Ứ

故
・
筑
摩
代
表
の
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
活
動

行
事
は
全
て
中
止

し
か
し
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
継
続

　
本
年
度
の
本
部
総
会
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
、
書

面
表
決
に
よ
り
開
催
し
た
。
拠
点
の

総
会
も
書
面
表
決
に
よ
り
開
催
す
る

拠
点
が
多
く
な
っ
た
。
ま
た
、
総
会

に
先
立
っ
て
の
本
部
理

事
会
は
初
め
て
の
試
み

で
、
エ
リ
ア
担
当
理
事

と
の
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
に
よ
る

リ
モ
ー
ト
理
事
会
に
な

っ
た
。
▼
従
来
、
総
会

と
同
時
に
全
国
代
表
者
会
議
を
実
施

し
て
い
た
が
、
今
回
は
そ
れ
に
代
え

リ
モ
ー
ト
で
実
施
す
る
こ
と
と
し
た
。

▼
「
こ
れ
か
ら
の
ナ
ル
ク
は
こ
う
あ

る
べ
き
だ
！！
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
、

拠
点
代
表
の
方
々
と
親
し
く
話
し
合

い
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
ま
た
、
毎

年
拠
点
の
総
会
に
出
席
し
て
会
員
の

方
と
懇
談
を
し
て
い
た
。
し
か
し
、

残
念
な
が
ら
本
年
も
多
く
の
拠
点
か

ら
案
内
を
い
た
だ
い
て

い
た
が
、
出
席
が
叶
わ

な
か
っ
た
。
▼
新
型
コ

ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
接
種

が
広
く
い
き
わ
た
り
、

早
く
日
常
の
生
活
、
活

動
を
取
り
戻
し
た
い
も
の
だ
。
▼
世

の
中
Ｉ
Ｔ
時
代
に
な
っ
て
い
る
が
、

や
は
り
Ｆ
Ａ
Ｃ
Ｅ　
Ｔ
Ｏ　
Ｆ
Ａ
Ｃ

Ｅ
で
の
密
な
関
係
が
必
要
と
思
う
。

（
神
野　
毅
）

あいおい損保ニッセイ同和損害保険・亀岡病院・関
西電力労働組合・近畿労働金庫・公益社・CGC グ

ループ・全電通近畿社会福祉事業団・東北電力労働組合・東北発電工業労働組合・
東京電力労働組合・パナソニック・パナソニックグループ労働組合連合会・ユアテッ
クユニオン・労働者福祉中央協議会・四国電力生活協同組合・亀岡松花苑（みず
の木）・ライフ薬局・（株）明倫社・ダイハツ労働組合・ダイキン工業労働組合・デイサー
ビスセンター（さくら）

団体賛助会員団体賛助会員

（敬称略）
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〈継続理由〉
◆会員の要求、提供依頼にできる限り応える
◆会員との繋がりを保つ
◆提供者の思いと感染予防が可能と判断
◆支援が必要な人はコロナ禍でも変わらず必要
◆コロナが活動中止の理由にならない
◆日常生活に必要な依頼は断れない
◆継続的なサポートが必要
◆ナルク活動を風化させない
◆提供者、利用者、コーディネーターが話し合い納得の上
　必要と判断して継続
◆感染防止策を講じれば大丈夫と判断
◆会員の困り事解消のため
◆私達の訪問を楽しみに待ち望んでいる

〈実施した奉仕活動〉
◆公園、市街地、道路のゴミ拾い ◆花壇の草取り ◆竹林整備
◆マスク作り、配付 ◆子ども食堂 ◆障害者施設でゲームの相手
◆クリーンウォーク ◆アドプトロード ◆学童の登下校見守り
◆フェイスシールド手作り正月飾りの寄付

〈実施した事業活動〉
◆生涯学習センターの運営は全面中止
◆施設管理は時短で運営
◆総合事業訪問型Ａは利用者の増加で過去最高の依頼があった
◆特養との契約で施設内畑の草取り作業
◆拠点独自で野沢菜栽培・販売や「福祉の店」店番

　
調
査
結
果
か
ら
み
ら
れ
る

傾
向
は
、
時
間
預
託
活
動
と

し
て
の
ナ
ル
ク
の
支
援
が
〝介

護
保
険
で
は
カ
バ
ー
で
き
な

い
支
援
〞や
〝介
護
保
険
の
対

象
外
と
な
る
支
援
〞が
多
く
を

占
め
て
い
る
。
そ
れ
ら
は
そ

の
人
に
と
っ
て
日
常
生
活
に

お
い
て
欠
か
す
こ
と
の
で
き

な
い
支
援
と
な
っ
て
い
る
。

そ
の
部
分
を
以
前
自

分
が
元
気
な
時
に
貯

め
た
時
間
預
託
点
数

を
利
用
さ
れ
て
い
る

事
例
、
ナ
ル
ク
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に

お
け
る
気
持
ち
が
気

に
入
ら
れ
て
い
る
事

例
等
が
見
ら
れ
、
こ

れ
こ
そ
が
ナ
ル
ク
が

長
く
培
っ
て
き
た
想

い
で
も
あ
る
。

　
高
齢
者
ご
夫
婦
だ

け
の
家
庭
、
障
が
い

を
お
持
ち
の
方
が
お

ら
れ
る
家
庭
、
独
居
の
方
等

様
々
で
あ
る
。
い
ず
れ
の
場

合
も
ナ
ル
ク
の
時
間
預
託
に

よ
る
支
援
は
重
宝
さ
れ
て
お

り
、
更
に
会
員
同
士
の
気
安

さ
か
ら
支
援
を
受
け
ら
れ
る

側
の
会
員
に
も
希
望
や
生
き

が
い
を
感
じ
て
も
ら
え
る
面

も
報
告
さ
れ
て
い
る
。

　
今
回
の
調
査
は
事
例
件
数

こ
そ
少
な
い
が
、
こ
の
結
果

か
ら
類
推
で
き
る
こ
と
は
ナ

ル
ク
の
時
間
預
託
活
動
が
有

用
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動

と
し
て
、
生
き
続
け
て
い
る

証
と
い
え
る
。

　
た
だ
残
念
な
こ
と
は
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
後
継
者
不
足

と
い
う
点
で
あ
り
、
そ
れ
に

は
元
気
で
新
し
い
会
員
を
ナ

ル
ク
挙
げ
て
迎
え
た
い
気
持

ち
を
行
動
に
表
し
て
い
く
こ

と
が
急
務
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

私の健康法私の健康法

Let’s Cooking

私のレシピ私のレシピ

従
来
と
比
べ
て
時
間
預
託
活
動

の
内
容
、
時
間
数
に
違
い
は
？

　
コ
ロ
ナ
禍
で
も
増
加

し
た
拠
点
も
あ
っ
た
。【
美
幌
】９
％
増
。

除
草
・
剪
定
作
業
、
引
っ
越
し
ご
み
処

分
、買
い
物
代
行
。【
ひ
た
ち
】１５
％
増
。

庭
作
業
、
施
設
で
の
活
動
は
続
行
（
小

人
数
で
実
施
）。【
信
州
ま
つ
も
と
だ
い

ら
】
倍
増
。
野
沢
菜
の
栽
培
か
ら
販
売

ま
で
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
立
ち
上
げ
に
よ

る
。【
東
京
】
施
設
活
動
は
全
て
中
止

し
た
が
対
個
人
支
援
が
３
倍
増
。【
他
】

施
設
活
動
は
ほ
ぼ
全
滅
状
態
で
、
こ
れ

に
特
化
し
て
き
た
拠
点
は
大
き
な
痛

手
。

　
ま
た
、
関

連
の
介
護
事

業
所
内
や
公

共
施
設
内
に

事
務
所
を
構

え
て
い
る
拠

点
は
出
入
り

す
る
こ
と
も

ま
ま
な
ら

ず
、
拠
点
活

動
全
体
に
大
き
な
影
響
を
受
け
て
る
。

　
訪
問
型
総
合
事
業
は
サ
ー
ビ
ス
Ａ
、

サ
ー
ビ
ス
Ｂ
共
に
利
用
者
か
ら
の
キ
ャ

ン
セ
ル
申
し
出
が
な
い
限
り
変
わ
り
な

く
継
続
し
て
い
る
。

　時
間
数
の
変
化
は
？

　
１０
％
〜
１
０
０
％
減
。（
半
数
は
５０
％

以
上
減
）　少

な
い
な
り
に
も
提
供
活
動
を

続
け
た
内
容
は
？

A 

活
動
内
容
は
？

　
通
院
・
買
い
物
な
ど
外
出
支
援
（
移

送
を
含
む
）、
家
庭
内
の
家
事
支
援
、

庭
木
の
手
入
れ
、
ゴ
ミ
出
し
、
家
財
修

理
や
役
所
へ
の
手
続
き
な
ど
生
活
支
援

全
般
。

B 

そ
れ
を
続
け
た
理
由
は
？

　
全
て
の
拠
点
に
お
い
て

「
困
っ
て
い
る
仲
間
が
い
る
限
り
手
を

さ
し
の
べ
る
」
と
い
う
優
し
さ
を
基
本

に
活
動
し
て
い
る
状
況
が
伺
い
知
る
こ

と
が
で
き
た
。

C 

継
続
す
る
た
めに
注
意
し
たこ
と
は
？

　
一
般
的
な
予
防
（
検
温
、
手
指
消
毒
・

マ
ス
ク
・
う
が
い
）、
短
時
間
、
会
話

を
控
え
る
。
事
務
所
へ
の
入
室
者
の
人

数
制
限
。奉

仕
活
動
に
つ
い
て

　
環
境
美
化
、
登
下
校
の

見
守
り
、
施
設
の
草
取
り
等
、
戸
外
で

の
活
動
。

　
予
定
し
て
い
た
施
設
で
の
慰
問
活
動

が
で
き
ず
、
そ
の
時
間
を
マ
ス
ク
作
り

に
変
え
た
り
、
一
人
で
対
応
で
き
る
ハ

ン
ド
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
実
施
。

同
好
会
活
動
に
つ
い
て

　
会
場
が
公
共
施
設
を

使
っ
た
同
好
会
は
全
て
中
止
。
拠
点
事

務
所
で
は
、
三
密
を
避
け
感
染
防
止
に

気
を
遣
い
な
が
ら
実
施
し
て
い
る
。
参

加
会
員
は
集
え
る
こ
と
を
一
様
に
楽
し

み
に
し
て
い
る
。

　
ハ
イ
キ
ン
グ
、
ゴ
ル
フ
、
グ
ラ
ン
ド

ゴ
ル
フ
、
な
ど
戸
外
で
の
活
動
は
従
来

通
り
実
施
。【
箕
面
】
こ
の
時
期
に

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
が
ら
み
の
行
事
を
増
や

し
た
拠
点
。  

事
業
活
動
に
つ
い
て

　
行
政
か
ら
の
委
託
事

業
で
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
や
生
活
支
援
、

総
合
事
業
サ
ー
ビ
ス
Ａ
、
サ
ー
ビ
ス
Ｂ

は
利
用
者
か
ら
断
ら
れ
な
い
限
り
実

施
。

コ
ロ
ナ
禍
で
会
員
と
の
距
離
を

埋
め
る
べ
き
方
策
は
？

◆
会
報
の
手
配
り
時
に
情
報
を
キ
ャ
ッ

チ
す
る
よ
う
努
め
た
◆
は
が
き
・
電
話
・

メ
ー
ル
で
安
否
確
認
や
絵
手
紙
で
の

挨
拶
◆
手
作
り
マ
ス
ク
の
プ
レ
ゼ
ン

ト
◆
暮
れ
に
シ
ク
ラ
メ
ン
の
鉢
を
配

付
し
て
声
か
け
◆
毎
月
の
例
会
◆
フ

リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
開
催
◆
グ
ル
ー
プ

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
、ブ
ロ
グ
、紙
上
作
品
展
等
。

　
拠
点
内
で
の
意
見
が
分
か
れ

た
時
の
決
断
に
至
っ
た
経
緯
、

決
め
手
は
？

◆
コ
ロ
ナ
の
状
況
が
変
わ
る
た
び
役

員
や
委
員
と
話
し
合
い
、
会
員
に
十
分

に
説
明
◆
人
数
・
時
間
を
制
限
し
「
ミ

ニ
懇
親
会
」「
ミ
ニ
サ
ー
ク
ル
」の
ミ
ニ

版
に
切
り
替
え
◆
三
役
に
よ
る
緊
急

体
制
を
作
り
、
都
度
協
議
し
意
思
の
疎

通
を
図
り
運
営
委
員
会
、
責
任
者
、
会

員
へ
の
報
告
を
徹
底
◆
事
務
所
を
閉

め
よ
う
と
の
意
見
も
あ
っ
た
が
、
会
員

の
よ
り
ど
こ
ろ
で
あ
る
場
で
、
閉
鎖
は

し
な
い
。事
務
所
が
動
い
て
い
る
こ
と

で
会
員
に
活
力
を
与
え
、
退
会
予
防
に

も
な
る
と
判
断
◆
人
そ
れ
ぞ
れ
に
コ

ロ
ナ
に
対
す
る
危
機
感
に
差
が
あ
る

の
で
、
コ
ロ
ナ
を
理
由
に
行
事
や
活
動

を
止
め
る
こ
と
は
容
易
。し
か
し
「
国

や
都
道
府
県
の
方
針
」「
ナ
ル
ク
の
理

念
」「
会
員
に
与
え
る
悪
影
響
」
を
考

え
、
い
か
に
し
た
ら
実
施
で
き
る
か
の

議
論
が
大
事
で
あ
る
。

〈事例１〉 仙台市（宮城拠点）
❶夫婦のみで居住❷要支援
２❸障がい等級２級❹週３
回通いの介護サービス利用

❺夫は75歳、要介護２、視力障害１。

病院への送迎及び付き添い。

最近病院での付き添いの時間

が診療科目が増えてきているこ

ともあり、長くなっている。最低で２～

３時間、最長７時間にもなる場合も

ある。最後まで寄り添った支援に全

幅の信頼を寄せておられ「家族同様

の扱いをしてくれる団体は他にはな

い。」と感謝され
ている。

〈別表〉 介護認定とナルク時間預託による支援活動の事例

67歳
女性

〈事例６〉 大阪市（大阪拠点）
❶独居❷要介護２❹週４回
訪問介護（買い物、食事作
り、掃除、入浴見守り）を受け

ている。

内科、歯科、整体医への通院
介助や植木の剪定、物干しの

ペンキ塗り、買い物、話相手等その都
度求められる支援に応じている。

平成２４年からナルクの支援
を受けておられ、提供者やコ

ーディネータとの信頼関係が構築さ
れており、ナルク以外の支援は考え
られないとの感想が
聞かれる。

74歳
女性

〈事例７〉 高槻市（高槻・島本拠点）
❶独居❷要支援２❸障がい
等級２級❹週１回訪問介護、
掃除と買い物で利用。❺数

年前に股関節の手術を受け、外は歩

けない。

通院時付き添い、くすりの受
け取り代行、買い物や郵便局

などへのおつかい、庭の水やり、施肥

や消毒等。

身内が遠方（弟：松山）におら
れ、訪問介護のヘルパーさん

はメンバーが変わったりするがナル

クはそうではなく、信用しているので

今後、施設に入居後もお世話になり
たいといわれている。

89歳
女性

〈事例８〉 茨木市（茨木・摂津拠点）
❶独居（夫は介護度３で施
設へ入所）❷要支援１（重
症筋無力症他３種の病気有）❹デイサービス、訪問リハビリ、訪問診療、訪問看護、訪問介護。
病院、金融機関等への付き添
い、買い物、役所への手続き。夫が入所中の施設に当人への連絡や費用の支払、季節の衣料の入れ替え等。

相談相手がいないので、日常
のあらゆる事を相談に乗ってほしいとか、話を聞いてほしいといわれている。ケアマネージャさんよりもナルクを頼っておられる

ようだ。

82歳
女性

〈事例９〉 東大阪市（東大阪・大東拠点）
❶夫婦のみで居住❷要支
援２❸障がい等級４級。

住宅内の清掃、庭の手入れ。

要介護認定を受けてもナルク
には来てほしいとの意向があ

る。本人はコロナ禍の以前は施設へ
のハンドマッサージに提供者として
参加され、奉仕活動に
寄与されていた。

81歳
女性

〈事例１０〉 宝塚市（宝塚・川西拠点）
❶軽費老人ホームで独居❷
要介護２❸弱視で視力障
がい者❹入居中の施設の隣のデイサービス施設で通所サービスを受けている。
施設から外出される時の同行
介助、病院通院時の送迎と院内付き添い。

本人は９７歳とは思えないほ
どしっかりされているが、歩行時は十分な配慮が必要である。耳が遠いので耳元で大きな声で話し掛ける必要がある。ナルクを頼りにしておられ、大変感謝して

おられる。

97歳
女性

〈事例２〉 水戸市（水戸拠点）
❶独居❷要支援１❸弱視で
視力障がい者❹総合事業
での生活支援利用、週２回

デイサービスも利用。

月１回の眼科と内科の通院時
の送迎及び院内付き添い。薬

局への薬の受取支援。

本人はプライドが高く愚痴が
多い。デイサービスは認知症

の人ばかりで話ができないとの批判
が聞かれる。しかし、ナルクに対して
は感謝されている。

〈事例３〉 宇都宮市（栃木拠点）
❶独居❷要介護１❹週１回
通いの介護サービス利用、
週２回ヘルパー訪問。

３週に１回内科、２週に１回眼
科、２か月に１回銀行の送迎と

歩行介助、爪切り、話相手（月２～３
回程度）。季節により庭の手入れや樹
木の剪定。

本人はご主人が逝去され、娘
さんとは不仲で家庭内での

相談事は一切しないため、ナルクの
支援に頼られている。都度ケアマネ
ージャに生活状況等を報告している。
ケアマネージャもナルクの
支援に感心され、感謝
されている。

89歳
女性

〈事例４〉 茅ケ崎市（横浜拠点）
❶夫婦のみで居住❷要支援
１❹月１回デイサービス利
用❺両股関節手術歩行に支

障有、歩行補助器と歩行用杖レンタ
ル利用。

リハビリ歩行散歩の見守り付
き添い、整形通院時の送迎及

び付き添い。

貯めてきたナルクの時間預託
点数で支援を受けていること

をケアマネージャやサービス管理者
に自慢するほどナルクの時間預託制
度に誇りと喜びを感
じておられる。

77歳
女性

〈事例５〉 上田市（上田・千曲拠点）
❶独居❷要介護１❹週４回
訪問介護は買い物サービス
を受けている。
歯科医院への通院時の送迎
と院内での付き添い。
別居中の家族がコロナ禍で
帰省が出来ず地元の地域包括支援センターからの依頼で支援を始めた。東京都三鷹市在住のご子息とは支援開始以来連絡・報告を継続しているのでナルクに任せて安心との謝辞を

頂いている。

85歳
女性

❶居住形態 ❷支援・介護内容 ❸障がい等級 ❹ナルク外支援内容 ❺追記
ナルクの支援を受けておられる会員年齢

性別
年齢
性別
年齢
性別
年齢
性別

ナルクの支援内容 支援を受けている
会員の情報

74歳
男性

無かった 16無かった 16変化あり 44変化あり 44

元 し々ていない 47元 し々ていない 47

可能な時期のみ実施 30可能な時期のみ実施 30 通常通り実施 18通常通り実施 18

少ないながらも実施した 35少ないながらも実施した 35

少ないななりに継続 49少ないななりに継続 49

※グラフ内数字は拠点数

活動なし ４活動なし ４

ほとんどしなかった 9ほとんどしなかった 9

ほとんどしなかった 9ほとんどしなかった 9

一部または変わらず実施 11一部または変わらず実施 11

無回答 8無回答 8

無回答 ７無回答 ７

無回答 3無回答 3

全て中止 2全て中止 2

拠点活動のみ実施 8拠点活動のみ実施 8

グラフ５ 事業活動

グラフ４ 同好活動会

グラフ３ 奉仕活動

グラフ２ 時間預託活動

グラフ１ 時間預託活動に変化

グ
ラ
フ
２

グ
ラ
フ
１

グ
ラ
フ
３

グ
ラ
フ
４

グ
ラ
フ
５

時
間
預
託
活
動
は

有
用
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
へ

時
間
預
託
活
動
は

有
用
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
へ

時
間
預
託
活
動
は

有
用
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
へ

　
２
年
も
続
く
コ
ロ
ナ
禍
は
ナ
ル
ク
の
活
動
に
も
大
き
な
影

響
を
与
え
て
い
ま
す
。
そ
の
実
態
を
探
る
べ
く
４
月
に
全
拠

点
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
を
集

約
。
回
答
拠
点
は
９７
拠
点
中
６０
拠
点
、
回
答
率
６２
％
で
し
た
。

「手を差し伸べる」という　
やさしい気持ちで繋がる

「手を差し伸べる」という　
やさしい気持ちで繋がる

-11問

-15問

-21問-31問

-25問

3問

2問

4問

アンケート
まとめ
アンケート
まとめ

　
８５
歳
の
声
を

聞
い
た
頃
か
ら
、

急
に
記
憶
力
が

減
退
し
始
め
ま
し
た
。
１０
分
前
に
言
っ
た

り
し
た
り
し
た
こ
と
を
覚
え
て
い
な
い
の

で
す
。
事
務
処
理
能
力
も
落
ち
、
二
つ
以

上
の
案
件
を
同
時
に
処
理
す
る
こ
と
が
で

き
な
く
な
り
ま
し
た
。
パ
ソ
コ
ン
の
操
作

も
怪
し
く
な
り
ま
し
た
の
で
、
会
長
に
編

集
長
の
「
お
役
御
免
」
を
何
度
も
願
い
出

ま
し
た
。

　
そ
の
前
年
に
は
、
肝
臓
が
ん
と
大
腸
が

ん
を
併
発
し
、
二
つ
の
が
ん
を
同
時
に
取

る
と
い
う
荒
業
を
や
っ
て
の
け
ま
し
た
。

三
途
の
川
を
半
分
渡
っ
て
お
り
ま
し
た

が
、
奇
跡
的
に
生
還
い
た
し
ま
し
た
。
し

か
し
昨
年
は
家
内
が
、
や
は
り
大
腸
が
ん

と
胃
が
ん
の
複
数
が
ん
に
侵
さ
れ
、
医
師

団
の
努
力
も
空
し
く
、
７
月
末
日
に
息
を

引
き
取
り
ま
し
た
。

　
残
さ
れ
た
身
に
、
一
気
に
生
活
の
重
圧

が
の
し
か
か
っ
て
き
ま
し
た
。
ま
ず
三
度

の
食
事
で
す
。
今
ま
で
握
っ
た
こ
と
も
な

い
包
丁
片
手
に
、
ス
ー
パ
ー
で
買
っ
て
き

た
野
菜
や
肉
を
相
手
に
大
奮
闘
で
す
。
洗

濯
機
の
扱
い
方
も
一
か
ら
勉
強
で
す
。
つ

く
づ
く
女
房
の
あ
り
が
た
み
を
実
感
し
ま

し
た
。

　
見
か
ね
た
娘
た
ち
が
、
二
食
付
き
の
高

齢
者
用
マ
ン
シ
ョ
ン
、
い
わ
ゆ
る
「
サ
高

住
（
サ
ー
ビ
ス
付
高
齢
者
向
け
住
宅
）」

を
見
つ
け
て
来
て
く
れ
た
の
で
、
９
月
の

半
ば
に
、
新
大
阪
に
近
い
そ
の
マ
ン
シ
ョ

ン
に
引
っ
越
し
ま
し
た
。
３０
年
以
上
暮
ら

し
た
土
地
を
離
れ
る
と
い
う
感
傷
的
な
面

も
あ
り
ま
し
た
が
、
３０
年
間
の
荷
物
の
処

理
で
引
っ
越
し
に
は
、
か
な
り
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
使
い
ま
し
た
。

　
家
内
の
死
去
と
引
っ
越
し
の
重
圧
で
老

化
が
急
速
に
加
速
し
ま
し
た
。
完
全
に
今

は
小
学
生
並
み
の
Ｉ
Ｑ
で
す
。
高
血
圧
、

前
立
腺
肥
大
に
加
え
、
腰
部
脊
柱
管
狭
窄

症
に
か
か
り
、
５
０
０
メ
ー
ト
ル
以
上
歩

け
な
く
な
り
ま
し
た
。
特
効
薬
も
な
く
、

９０
歳
近
い
年
齢
で
は
手
術
も
で
き
ず
、
途

方
に
暮
れ
て
お
り
ま
す
。
ナ
ル
ク
の
皆
様

に
は
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し
た

が
、
お
許
し
く
だ
さ
い
。　
　

　
私
の
小
さ
な
試
練
か
ら
目
を
転
じ
、
世

界
の
現
状
を
見
ま
す
と
、
か
つ
て
な
い
大

き
な
試
練
が
こ
の
２
年
間
、
我
が
国
に
も

襲
い
か
か
っ
て
き
ま
し
た
。
言
う
ま
で
も

な
く
コ
ロ
ナ
禍
で
す
。私
の
人
生
の
中
で
、

最
大
の
国
難
と
い
え
ば
太
平
洋
戦
争
で
す

が
、
そ
れ
に
次
ぐ
国
難
と
も
い
え
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
一
日
も
早
い
収
束

を
祈
る
ば
か
り
で
す
。　
　
　
（
山
田
芳
雄
）

大
き
な
国
難
と

小
さ
な
私
難

Relay
Essey
Relay
Essey

　以前、加齢に伴うヒザ痛（正式には変
形性膝関節症）に悩まされていた時、ある整形外科医から
「毎日やりなさい」ともらった体操の図は、ナルク東神戸の
同好会「気功教室」の石見先生から教わった膝痛を治す運
動とそっくりでした。仰向けに寝て膝を伸ばしたまま、脚を
床から約１０ｃｍ持ち上げるという体操です。これを半年か
ら１年ぐらい続けたら、ほぼ治りました。不思議です。
　昨年までの健診で、血圧が少し高めだったので、そのう
ち血圧降下剤を常用する羽目になるのではないかと半ば覚
悟していました。
　しかし、この気功教室に出会い、血圧の安定に効く「ス
ワイショウ（腕振り体操）」を石見先生に教わってからは、
毎日のように実践しています。今年の健診が楽しみです。
　薬に頼らず、医者に通わず、人の助けを借りずに自立し
て生活することを目指し、病気に対する抵抗力を高め、そ
して「自然治癒力」を高めるため、これからも気功教室に
通いたいと思っています。

【材料】(2人分)
● 小イワシ…6尾 ● 大葉…6枚
● 生姜…薄切り3～4枚（千切り ） ● みょうが…1個（千切り）
● 梅干…1/2個（潰してたたく） ● 塩・酒…少々

「イワシのさっぱり天ぷら」
亀岡拠点・山田二三子

「気功教室」 東神戸拠点・荒木育夫「気功教室」「気功教室」「気功教室」 東神戸拠点・荒木育夫東神戸拠点・荒木育夫東神戸拠点・荒木育夫

【作り方】
①小イワシは頭と骨を取り、腹開きにし塩・酒
少々を振りしばらく置く。（開いたものがスー
パーに売っている場合もある）
②材料はすべて水気をよくふき取り、広げた
イワシの上に大葉、梅、みょうが、生姜を乗せ、
頭側から巻いてつま楊枝でとめる。
③薄く溶いた天ぷらの衣にさっとくぐらせ、１８０度の油で揚げる。
④大葉を敷きレモン・プチトマトなどを添えて出来上がり。

【注意】
❶油に入れたら焦げやすいので、目を離さないよう注意しなが
ら揚げる。
❷梅は多すぎると、すっぱくなるので、さっと塗るぐらいで。
❸いわしを開いた場合、骨は捨てずに素揚げにするとカリカリ
とおいしい。

　どこにでも、いつでも安価に売っているイワシの天ぷらを
ご紹介します。梅雨の時期さっぱりと食べられる一品です。
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〝
手
指
を
動
か
し
脳
を
働

か
せ
る
知
的
ゲ
ー
ム
〞
と
の

ふ
れ
こ
み
で
高
齢
者
の
麻
雀

が
ブ
ー
ム
と
言
わ
れ
て
久
し

い
。
ブ
ー
ム
は
既
に
定
着
し

て
あ
ち
こ
ち
で
高
齢
者
の
麻

雀
会
が
花
ざ
か
り
の
昨
今
で

あ
る
。

　
拠
点
の
独
立
と
同
時
に
立

ち
上
げ
今
年
で
１０
年
目
を
迎

え
る
〝
み
の
お
拠
点
〞
の
麻

雀
同
好
会
も
活
況
で
、
メ
ン

バ
ー
総
勢
４０
名
、
毎
週
月
曜

日
の
午
後
、
市
役
所
別
館
会

議
室
を
借
り
て
集
ま
り
賑
や

か
に
卓
を
囲
ん
で
い
る
。

　
会
は
出
欠
自
由
で
当
日
参

加
の
人
が
そ
れ
ぞ
れ
名
簿
に

丸
印
を
つ
け
、
会
費
を

所
定
の
ト
レ
イ
に
入
れ

る
。
到
着
順
に
卓
を
埋

め
て
ゲ
ー
ム
を
開
始
。

　
１
回
４
０
０
円
の
会

費
は
部
屋
代
及
び
卓
の

保
管
料
休
憩
時
の
さ
さ

や
か
な
お
や
つ
代
な
ど

に
使
用
。
１
年
毎
の
当

番
担
当
制
で
管
理
し
て

い
る
。
気
軽
に
無
理
な

く
続
け
ら
れ
る
仕
組
み

だ
。

　
麻
雀
は
初
め
て
だ
が
や
り

た
い
と
の
入
会
者
に
は
「
昔

と
っ
た
杵
柄
」
を
掲
げ
た
男

性
メ
ン
バ
ー
が
、
講
師
と
し

て
懇
切
丁
寧
に
。
と
き
に

ジ
ョ
ー
ク
も
交
え
て
麻
雀
の

い
ろ
は
、
点
の
計
算
方
法
等

教
え
て
く
れ
る
。

　
ど
の
牌
で
点
数
を
稼
ご
う

か
な
ど
思
案
を
巡
ら
せ
て
い

る
さ
な
か
、
ど
こ
か
の
卓
で

「
チ
ョ
ン
ボ
！
」
と
か
で
黄

色
い
声
が
響
き
わ
た
り
、
健

康
寿
命
が
百
年
も
延
び
る
か

と
思
え
る
よ
う
な
こ
と
も
あ

り
心
底
楽
し
い
。

　
健
康
を
冠
し
て
の
麻
雀
同

好
会
。
ゲ
ー
ム
に
夢
中
で
座

り
っ
ぱ
な
し
は
良
く
な
い
の

で
時
間
が
き
た
ら
ラ
ジ
オ
体

操
を
し
て
い
る
。
当
番
担
当

者
が
Ｃ
Ｄ
プ
レ
ー
ヤ
ー
の
ス

イ
ッ
チ
を
入
れ
、
全
員
一
斉

に
卓
を
離
れ
て
の
ラ
ジ
オ
体

操
で
身
体
を
ほ
ぐ
し
全
身
の

血
流
促
進
に
努
め
て
い
る
。

　
コ
ロ
ナ
禍
の
今
、
三
密
・

ク
ラ
ス
タ
ー
の
声
に
内
心
お

び
え
な
が
ら
も
毎
週
楽
し
み

に
来
ら
れ
る
方
も
あ
り
検
温
、

手
指
用
具
の
消
毒
、
マ
ス
ク

の
着
用
、
ウ
イ
ル
ス
の
状
況

等
に
注
意
を
払
い
な
が
ら
休

ま
ず
開
催
し
て
い
る
。

　
ナ
ル
ク
で
出
会
っ
た
見
知

ら
ぬ
同
志
が
卓
を
囲
ん
で
の

繋
が
り
や
わ
か
り
あ
え
る
嬉

し
さ
、
手
に
し
た
牌
の
取
捨

選
択
を
考
え
る
と
き
に
高
ま

る
緊
張
感
、
ゲ
ー
ム
で
培
わ

れ
る
集
中
力
、
そ
し
て
ま
た

合
間
で
の
た
わ
い
な
い
お

し
ゃ
べ
り
の
楽
し
さ
。
い
ろ

い
ろ
な
元
気
の
素
を
あ
わ
せ

持
つ
健
康
麻
雀
同
好
会
は
皆

を
お
誘
い
し
た
い
同
好
会
の

ひ
と
つ
で
あ
る
。

　この頃「終活」が気
になりだした。一遍上

人（別名捨聖）の言葉に「生ぜしも独りなり
死するも独りなり　されば人と共に住するも
独りなり　添ひ果つるべき人なき故なり」と
ある。また念仏とは捨ててこそとも全てを捨て
切った時、本当の自分が見える。独りを知っ
た自分もまた独りなのだ。何もかも捨てきれ
ずにいる自分。「そうだ！　今しかない」と決断。
永年溜め込んだものへの未練心を打ち消し、
袖振り切り半べそ顔で一つ一つに感謝しての
惜別。思い出が走馬灯のようだ。今日までの
人生は素晴らしかったと自分に言い聞かせな
がら、沢山の後悔もきっぱりと捨てた。
　４０年間住み慣れた東横線の綱島の戸建て
から「箱が狭ければ断捨離も思い切れる」と
マンションへの移住を決断したが、急に身体
中に大きな隙間風を感じ、後戻りの出来ない
寂しさから迷いが襲い、葛藤の日々だった。
疲れ切って言いようのない魂をかかえたまま
引っ越したのだ。そして新たな地で再出発。

今までとまったく違った
環境。そこには想像外の
新しい生き方が待ってい
た。家が変われば暮らしも
変わる。一切の執着を捨てて、これからの自
分の中の「独り」を探した。残りの人生、本
当に何が必要で、何が一番大切なのかを自
分に問う。出た答は身体と相談しつつ、その
時したいこと楽しみを捜し有意義に過ごすと
いう事。緑さわやかな都筑の空気と共に早２年。
今では引っ越すという決断は良かったと思う
独りの自分に納得させ終活から終章に向かう。
　時に予期せぬ事もある。しかし、亡き実父
の言葉に「最後はご破算よ、誰でも死んでし
まえば灰になるだけ」と…。人は誰も等しく
終わりを迎えるものだと教えられた。健康の
不安や身体の不具合も受け入れその中から気
付きを得て、より良い過ごし方をさぐる。〝日々
是好日〞。残された時を出来るだけゆっくりゆっ
たり、後悔のないように生きようと思い決め
た自分がいた。

決断　　【東横浜拠点】　柿田安子

公
募
し
ま
す

ご
当
地

産
物

斡
旋
中

各拠点の地場産物をHPで紹介しています。
季節に応じて随時開催します。 今はコレ！
　●わら納豆・そぼろ納豆（水戸）
　●アカモク・メカブ・塩蔵わかめ（宮城） 
　●ぬれ煎餅（銚子）
　●早煮昆布・根昆布（ダシ用）」（函館）

地場産物バザー（会員限定）をクリック。  申込書
に記入し、本部へＦＡＸ送信してください。

信州まつもとだいら 拠点
守安 威象 さんの巻

本誌に載せる原稿・写真を公募します。
　●つれづれの記 ●全国同好会巡り
　●私のレシピ ●手作りクラブ
　●私の健康法 ●季の輝き
こんなアイディア、自慢の一品、伝えたい瞬間、
その土地柄ならではの行事や出来事など、応募
をお待ちしています。

会報編集委員会本部事務局

　守安威象さんは岡山県の北東部の山間部、太田川が流れ

棚田が広がる自然豊かな美作（みまさか）市出身。１９３９

年 ( 昭和１４年 ) 生まれの８１歳。

　松下電器産業（現パナソニック）に入社され、販社の営

業統括として営業本部長を務められ、定年退職後は松本市

の老人大学で３年間、シニア・リーダー実践講座を受講。

その後、老人大学卒業生の皆さんと共に〝ナルク信州まつも

とだいら〞を創設、当時の老人大学の仲間と共に今日の〝ナ

ルク信州まつもとだいら〞の礎を築き、代表として１５年間指

導されました。

　守安さんに「ナルクの活動以外での楽しみは？」とお伺い

すると「ゴルフとクラシック音楽を聴くこと、ベートーベンが

好きで、いつも聴いている」とのことです。また、体調管理

と健康的な食生活にも取り組まれ、毎日人参とキャベツを食

卓にのせられています。さらに料理教室、マレットゴルフ、

ウォーキング、健康ヨガ教室、中国残留帰国者に対する日

本語教室といった多彩な活動を推進。それぞれの活動プロ

ジェクト毎に実行委員を作り、できるだけ多くの会員に活動

への参加を促されたことは守安さんの大きな功績です。

　特筆すべきは、中国残留帰国者への長期にわたる支援活

動です。長野県の阿部知事から「守安氏は、中国帰国者が

言葉や習慣の違いから地域や社会に溶け込めず孤立してい

る状況を知り、２００５年（平成１７年）１月から〝ナルク信州

まつもとだいら〞の代表として中国帰国者の支援を始めた。」

「守安氏は、長年にわたり精力的に中国帰国者支援に取り組

み、中国帰国者との信頼関係を築いており、中国帰国者の

自立、社会参加に貢献している。」と讃えられました。２０１９

年（平成３１年）には、「中国帰国者への理解を深める県民

のつどい」において『知事表彰』を授与。そして、今も中

国帰国者への支援活動をされ、さらに今後を見据えて熱意を

もって邁進されている現況です。　　 　　記・豊田正樹

健
康
麻
雀
同
好
会

み
の
お
拠
点

福
山
裕
恵


